
2 事故収束活動の体制(4/6) [ 
く休日・夜間における発電所の対応体制＞

令発電所構内等の要員が少なくなる可能性がある休日、夜間において、事故が発生した場

合、運転員及び重大事故等対策要員を主体とした要員により迅速に活動を開始します。

望大ボ故等対策要費
要日数 ぼ 成 要日内訳 | 任 務 常駐・居住場所

及び運転只

号炉毎運転操作追渾者
〇当面課長 (1名）

07号炉及び2号炉珊の運転操作指将
0当直副裏． ~ 1 名 ；

〇当雹主任 (1名） 01号炉及び2号炉間の運絡対応

運転只
号炉閲連縫・母転性作助勢者

〇運転操作只 (1名） 01号炉及び2号炉毎の運転操作助勢
0中央制御室 （当西）

（当 匝 日）
1 2名

号炉毎中央制御室揉作呂 0涵転操作呂 (2名） 0中央制御室での運転品作対応

運転対応要R 〇運駐揖作日噌巡視R(6名） 〇運転授f乍対応

-- 〇運転R （当匝R）と合同で初勤＇対栄
J[ 

（初勤後も継続対応）の運転揉作対応
『 対転対応墜6 〇技術系社'3, (e-名） ・雷森確保作土

．苓気発生器2次側による冷却他
室大寧故等対策要白．

2 0名 て主慈気逃がし弁開弁） 〇発雹所内 ［常旺）

l l l （初動対策蔓日）
0初勤対藻 （寧象に応じて初動後も初動

裟対菜を維続｝の保搭作棠対応
11 保怜対応要員 〇技術系社負 (12名）

・電源．確保作棠 - ~.,--- } '" 
- ．常設霞動注入ポン プ起動準i藉他

0保栢作棠対応
0発雹所内・発屯所近恨璽謝故等対莱要只

1 6名 保怯対応蔓日 0訊力会社社且 (l(i.名) ・使用済燃料ビットヘの給水確緑
⑰常駐ヽ居住：（初動送対苓要~)

・移動式大容量ポンプ束準儘他

全体指在者 0副原子力防災営理者 ~ 1 名 ）
0全体指阿

．庶子炉防災娃識の紐括詈理

緊念時対策本部亜員
0社Ji!it笠理菰｝ は 名：l

0 1 号炉及び，2号•炉毎の統括笞理
〇免電所内 C常駐）

（輪番者）＇
4名 号毎指揮者

01号炉及び2号炉属の初動裟対家渕応の現場摺招

遅：敦逗絡者 〇社負 （営理牒：｝ い 名り
0竜報遍格対応

0緊急時対策本郎伽笞咎

合計 52名



2 事故収束活動の体制(5/6)
く本店の体制(1/2) > 

◇ 原子力災害発生時、発電所を支援する本店の体制を構築しています。

本店の防災組織

0社長は、本店対策本部を本店内に整備

している原子力施設事態即応センターに

設置し、原子力部門のみでなく、他部門も

含めた全社大での体制で支援を行います

0本店対策本部は、各作業班に加え、

原子力災害対策支援拠点や東京支社

にて構成しています。

0本店対策本部では、原子力規制庁や

緊急事態支援組織等の外部機関との

調整・連携を実施します。

本部長 社長
（統括管理）

副本部長発電本部長

班 主な業務

• 本部の設営 ・ 運営

・情報の収集及び災害状況把握

• 本部指示の伝達

・中央官庁綺社外機関（報道機閉を除く。 ）への通報連絡
総括班

• 本店関係箇所との連絡

•本部構成員の勁員及び社外への脈遠調整

・放射線管理の総括

・応援要請

• 発電所設備の技術的事項全般

ー 原子力技術班 ・事故拡大防止措悩の支援

• 発電所設備の応急復旧計画の策定 ・ 支援

・外部電源供給設備、情報 ・電子通信システム等、発電所設備

復旧支援班
以外の被害状況把握

• 上記設備の応急復旧対策の検討 ・ 助言

・外部電源供給（発電機車又は配電線布設）

・報道対応方針策定

・地域住民対応及び広報,— 
広報班 ・報道機関対応

• 関係地方公共団体及び社内関係支社等への連絡

（本店関係箇所を除く。）

• 原子力事業所災害対策支援拠点との連携

・応援受入対応

・資機材、食料、飲料水等の調達、輸送

一
支援班 • 本店建物の笞備

・損害賠償に関する事項の検討 ・調整

・復卯過程の被災者支援の検討 ・調整

・緊急時医療及び健康管理に関する事項

予備班 • 本部長の指示する事項

1原子力事業所災害対策支援拠点

• 原子力事業所災害対策実施の支援

東京支社 ・中央官庁等社外機関対応

ロ

要員数

17名

15名

11名

33名

17名

3名



2 事故収束活動の体制(6/6)

く本店の体制(2/2)> 
原子力事業所災害対策支援拠点の防災組織

[］ 

0あらかじめ選定している候補地点の中から、地震等の自然災害の状況等を考慮し、適切な拠点を選定します。

0原子力災害対策支援拠点では、以下の業務を実施します。

①発電所への物資の輸送 ②輸送に付随する放射線管理、入退域管理（放射線教育を含む。）

③拠点運営、関係機関との調整・連絡 など

本部長：社長

（総括管理）

副本部長：発電本部長

拠点長

（現地統括）



3.事故収束活動に使用する資機材等(1/3) 

[+新規制基準に適合するため、発電所において、以下の対策を実施しています。

工
一ー

③)【雷渾］

・外部電渾は独立した異なる 2以上の変電所又

は闘閉所に接続する 2回紘から供給

・非常用ディーゼル発電機の連続運転 (7日間）

：も 【冷却・減圧］ 1l【冷却・減圧】
⑩【溶融炉心冷却】

・可搬型ポンプ、移動式大唇量ポンブ軍

⑫ 【水】

・タンク間の水移送ライン設置

⑤ 【自然現象】

・地蘊、津波以外に言鬱、火山、森林火災などの影轡

により安全性を損なわないこと

J5ヽ［特定重大事故等
対処崖設］ ※

・航空機衝突／

ぞ
三

d←¥)【冷却・減圧】
・格納容馨フィルタ付ペント
(BWRへの憂求）

(8【停止対策］

• 原子炉停止失敗時の
ターピントリッブ信号

「(I大事故等対薫》【斬設］

1炉心損傷防止1

⑦'【冷却・減圧］

8 ［停止対策】

降絹容器碩損防止I
'，9【水素爆発】

：10 ［溶融炉心冷却】

⑪ ［冷却・減圧］

誼射性物賢拡融抑’り、ブラント管還憬詣などl
⑫ [＊・電源】

胡，＇【拡散抑制】

⑭ ［緊急時対策所】

⑮ ［特定重大事故等対処籍設］

② 【基準津渥】

・施設に最も大きな影書を与える濾濾

基攀這波として累定
'-------------------------------
: O原子炉建屋は十分な発電所の敷地高 ：

さにある

想定津波高さ 1 敷地高さ

海抜5m程度 1 約13.0m |l 
-------------------------------------------

礼 【震急時対繭所l
・繋急時対策欄
・代彗緊急詩対鑽所

《設計基準の見直し》【撞化】

①l【活断層】

② 【基準津波］

3【電渥】

④ 【火災】

⑤ 【自然現象】

⑥ 【溢水】（新設）

⑮ 【特定重大事故等対処施設】 ※

・緊急時削掴室等

⑫ 【電逼】

•発電機軍

(9i【水素爆覺］

•水素再結合装匿
① 【活顧層】

・真上に重妻な安全機能を有する施設の設置を認めない

・約 12万～13万年前の活髄性が明確に判断できない場合は、

40万年前まで遡つて評価

〇川内原子力発電所敷地内に活断層は無い。

④ 【火災】

・火災により安全性を損なわないよう火災発生防止．9

影響の軽減等の防逼対籟を考慮
＠ 【溢水］

• 安全施設は、 溢9.I< （配管やクンクが破損し水や蒸気が漏れ

出ること）により、安全機能が損なわれないこと

※ 信頼性をさらに向上させるバックアップ
施設は工事計画認可後5年後まで猶予



3.事故収束活動に使用する資機材等(2/3) [ 

金原子力災害が発生した場合、事故収束活動に使用する資機材を整備、管理しています。

発電所構内の原子力防災関連資機材

分類 法令による名称 具体的名称 数蘇
設置場所

寺，検粕度
保管場所

［ i 用

アノラソク 3 0 0糾 保健物理室

汚染防護服 みやま寮 年 1回
タイベック 300組 モニタリングカー

呼吸用ボンベ付一体型防
保健物理室

護マスク
セルフエアセソト 80個 みやま寮 年 1回

原＋力訓諫センター

り
フィルター付き防殺マス 全面マスク 300個 保健物理室

ク
みやま寮 年 1但l

半面マスク 300個 モニタリングカー

ィ通ー呂非、巾占’
緊急時屯話回線 緊急時屯話回線 1回線

ファクシミリ ファクシミリ 1 ムロ 代替緊急時対策所 年 1回

冒用 携帯電話等 携帯電話等 7台

ね．｝P
訛百場所

．屯1令mt女分知 法令9.:;,tるも榊 釦僻憐注9

保笠場所
I >J格訥容幽91占し,),,ジ

」古’ I 弓•原丑1 ／名納＇む塙 定検面
工．＂ ァ• E← 今’

訃 l玲使）術対燃料,,:;/ヽ
l甘 I ~燎寸ヽ取勲涅足 定t・i如

エ リアモー々

I-Ii,>使用済燈＇槌ビ "I・拙気
7セ ］号原子炉清助泡匡 定柁おl11」 ガJ モ，，

J In:， れl ;• 凸苓
？ら格納容器r>j姦レンiうそ (1, ~ 

,1合 2号原+が1序納容堺 定検益
ェリ丁モ：：：：ク

脂 は母氾）1l祈庶料l’ シ 1ヽ
1台 とサ燃れ敗船嘘"' 定！生届

エリア七 -り

2サ使用済燃符ヒ ，y |甘気
l f7 と号屈［子炉’"II/,迎堅 宅検田

苫 ガスモタ

ふニタリ9』"”― •E- 9 n．ングづJ- g f9 荘 IIug, 年 1回

コ,,,投針り コり（ヒカりウJJA ]a20とi

i且 染 Jぢ 此匝↑釘屯室． 年1巨l.X- i!!. 喉
1 号•A/B排気筒ガスモニタ 1台

1号）阜子炉補功建屋
1号C/V排気筒ガスモニタ 1台

排気筒モニクリング設備
2号A/B排気筒ガスモニタ 1台

定検毎

その他の固定式測定船 2号）阜子炉補功建屋
2号C/V排気箇ガスモニタ 1台

“j 除染用具 除染キット I式

悶按ti＜斤の俯送のナめに ,Jゴン享 1台 註If;:楊• 乍 1巨l

悶使用可在な車両

星外忙I火比戟1盲ヌfL!IJJIJ
歴外lli火怜ill:郎 ] ]!に 渦Ii_ 年 1巨l

治11bホンプ

試料放射能測定装肘 l台 放射能測定室 年 1回

y視lI定宮陣箱サーベイメータ 4台
保健物理室

年 1回
ガンマ線視lI定用サーベイ みやま寮

メーク y測定ボクットサーベイメ ー
10台 特別会液室 年 1同

タ（貨与分）

計 中性子線測定用サーベイ
中性子線測定サーベイメ ータ 2台 保健物理室 年 1匝l

メータ

蛍光ガラス線は計 1 5 0個 環境放射能測定室 年 1匝

測
空間放射線襦箕線旦計 蛍光ガラス線抵計（貸与分） l O 0個 特別会謡至 年 1匝l

蛍光ガラス線呈計リ ーダー 1台 環境放射能測定室 年 1回

a表面汚染測定シンチレーシ
1台

表面汚染密度測定用サー ョンサーベイメ ータ

器 ベイメータ B表面汚染測定GM汚染サー
みやま寮 年 1回

ベイメ ータ
1台

可搬式ダストサンプラ 3台
特別会議宇

年 1[ii] 
モニタリングカー

笠
nl搬式ダスト測定関連機 可搬式ダストサンプラ（貸与

10台 特別会液室 年 1回
器 分）

ダスト・ヨワ素サンプラ 1台
モニタリングカー 年 1回

ダスト判定器 1台

可搬式の放射性ヨウ素測 可搬式ヨウ素サンプラ 1台
モニタリングカー 年 1回

定関連機器 ョウ素測定器 1 ムロ

個人用外部被ばく線応測
菩報付ポケソト腺応計 200台 みやま寮 年 1回

定臨
ガラスバッジ（貸与分） 50台 特別会議室

3か月 1回

（交換）



3.事故収束活動に使用する資機材等(3/3)

1令発電所以外にも保管しているものをリスト化し、数量、保管場所等を管理しています。

I 原子力事業所災害対策支援拠点の原子力防災関連資機材 I 
放射線管理用資機材等

口
一ー

分類 資機材 数： 量
点検聴度

存否 ・外観 I 機能

出入管理
入送域管迎装造 I 1式 I 月 1凶 I年 1回
-------------------

放射線防疵教育資料 I 1 o o部 I 月 1同

移勘式WBC （車載型）
----------------------------

G M汚吏サーベイメータ
^ ＾ ^  ^ ^ ＾ ^  ^ ^  ^  ^  ^  ^  ^ ---------------

Na Iンンチレーションサーベイメ ータ

1ムロ
-----

2 4子↑
-----
2古

皿
回

回

1
-
1
-
l
 

年

午

五

―

―
 

―

―
 

回
門

回

1
-
l
-
l
 

月
I

月

こ
月

竜麟サーベイメーク 2台 月 1iL0 午 1回
----------------------• ------------------------------------------------------------------------------

個人綿星計（ボケット紛星it) 1 5 4 0伍 | 月 1国1年 1回

放悩貸機材 祐染防疵II杖（ゴム T，袋） 8, 4 0 0双
------------------------------------------------------------

1万染肋護服
（上トト苔、帽 f、綿手袋、靴 I‘ 、オーI各4, 2 0 0 

組、個、双、足、石
バし—シ ュ←ーズ、ク イベック 、アノラ ック）

月 1回

月 1同

全而マス ク 9 ()（）個 月 1回

チャコールフィルタヽ ー 8, 4 0 0個 月 1同

除染用テ ン ト、車除染用洗浄機 2A  月 1回
除染用資機材

溌液タ ンク 1 2 m 3 月 1回

設営用資機材 災害用テン ト l ()式 月 1回

升常用電源 可搬型発屯機 2台 月 1回

燃籾 悴泊 2 0 0 ~ 月1回

その他 ョウ索剤（ヨウ化カリウム丸） 7, 5 6(）錠 月 1国

通信連絡機器

年 1回

年 1回

点検扱，安
分頬 名称 数星 通信先

存否 ・外蛾 機能

衛星携倍電話 4台 吐内 ・仕外 月 l同 年 ］同

無線機 4台 社内 月 lIrr) 年 1回
通伝機硲

ファクシミ リ 2台 社四 ・仕外 H l同 年 1同

可搬堕衛星通信装苫 2台 仕内 ・ネI外 月 1回 年 1回
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